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 添加剤技術「ＺＰ（ジンクピー）テクノロジー」について 

 

エンジンオイルには、基材となるベースオイルにさまざまな性能を持つ添加剤が配合されています。その

ひとつに部品の摩耗を防止する摩耗防止剤がありますが、従来、この摩耗防止剤には硫黄化合物が使用され

てきました。この硫黄分は、エンジン内部でどう猛な酸性物質である硫酸となり、アルカリ性の添加剤を  

中和・消耗させることから、オイル性能を劣化させる大きな原因の一つとされてきました。 

 

今般、当社は硫黄を全く含まない新規摩耗防止剤「ＺＰ※」を最適配合する処方技術「ＺＰテクノロジー」

を確立しました。「ＺＰ」は硫黄を全く含まないため、硫酸の発生を抑制し、清浄性能や省燃費性能を   

発揮するための添加剤の消耗を抑えることができます。「ＥＮＥＯＳプレミアムモーターオイル   

ＳＵＳＴＩＮＡ」は、この「ＺＰテクノロジー」を採用することで、現在市販されている省燃費エンジ

ンオイルと比較して、「エンジン清浄性能持続力２倍」、「省燃費性能持続力２倍」を実現しています。 

 ※ジアルキルリン酸亜鉛 

 

  【参考：硫黄を含む添加剤の劣化メカニズム】 

 

〔従来の摩耗防止剤〕        〔硫黄化合物が発生〕    〔添加剤を劣化させる成分〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




